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主将挨拶 

 

今年の七大戦は、地元の西京極陸上競技場で７月２８・２９日に行われます。 

７年に１度の主管開催ということもあり、大学院生の先輩方々にも運営の協力をして頂き、文字通り

“部員一丸”となっての総合優勝奪還を目指します。毎年言われることですが特に今年は大混戦の模様

を呈していまして、事前のランキングは当てにならず、本番でどれだけ多くの選手がベストパフォーマ

ンスをできるかが勝負の分かれ目でしょう。 

 また、女子は他大学の戦力アップにより厳しい状況ではありますが、関西インカレ以降、着実に練習

をこなしてきています。昨年に匹敵するような活躍を見せてくれるでしょう。 

 今回は地元開催ということもあって、例年よりも運営の方に部員の数を割かれます。そのため、一人

でも多くの蒼穹会の方々に応援をして頂きたいと思っております。是非ともお越しくださるよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

             京都大学陸上競技部主将    萩澤 佑樹 

 

監督挨拶 

 

今年もいよいよ七大戦の季節となりました。今回は七年に一度の主幹ということで、誰も経験したこ

との無い状況の中での戦いとなります。 

男子は昨年優勝の東京大学だけでなく、東北大学、大阪大学なども戦力が充実しており、近年まれに

見る接戦になるのではないかと思われます。京大が総合優勝するためには一つのミスも許されない状況

です。しかし、選手達の意気込みは高く、必ず優勝を奪還してくれると思います。 

女子は、ここに来てエースの早瀬が全治２ヶ月の怪我で出場が危ぶまれる状況です。この危機をどう

乗り越えるかが、今後彼女たちが成長できるかどうかのターニングポイントになると思います。 

今年は地元京都での開催ですので、普段応援にあまり来ることができない若手の方も含め多くの蒼穹

会の方々に応援に駆けつけていただきご声援をいただければ幸いです。 

 

               京都大学陸上競技部監督   石田 真大 
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七大戦競技日程 
 
《オープンの部》７月２８日(土)  西京極総合運動公園陸上競技場 
 
 
《対校の部》  ７月２９日(日)  西京極総合運動公園陸上競技場 
 

 
 
交通アクセス 

 
阪急電鉄京都線西京極駅から徒歩 5 分 

10:00 男子 　　３０００ｍSC (決）
10:20 女子 　　４００ｍ (予）
10:30 男子 　　４００ｍ (予）
10:55 男子 　　１１０ｍH (予）
11:20 女子 　　１００ｍ (予）
11:30 男子 　　１００ｍ (予）
11:50 男子 　　１５００ｍ (決）
12:10 男子 　　４００ｍ (決）
12:25 男子 　　１１０ｍH (決）
12:40 女子 　　１００ｍ (決）
12:50 男子 　　１００ｍ (決）
13:00 女子 　　８００ｍ (決）
13:10 男子 　　８００ｍ (予）
13:30 男子 　　４００ｍH (予）
14:00 男子 　　２００ｍ (予）
14:30 女子 　　３０００ｍ (決）
14:50 男子 　　４×１００ｍR (決）
15:10 男子 　　４００ｍH (決）
15:20 女子 　　４００ｍ (決）
15:30 男子 　　８００ｍ (決）
15:40 男子 　　２００ｍ (決）
15:50 男子 　　５０００ｍ (決）
16:20 女子 　　４×１００ｍR (決）
16:30 男子 　　４×４００ｍR (決）

10:00 女子 　　　 走高跳 (決）
10:00 男子 　　　 棒高跳 (決）
11:30 男子 　　　 走幅跳 (決）
13:00 女子 　　　 走幅跳 (決）
13:00 男子 　　　 走高跳 (決）
14:30 男子 　　　 三段跳 (決）

10:00 男子        円盤投 (決）
11:30 男子        砲丸投 (決）
13:00 男子        やり投 (決）
14:00 女子        砲丸投 (決）
14:30 男子        ハンマー投 (決）
17:00

      9:30　　　　　　          開会式
トラックの部

　　　　       閉会式

フィールドの部
＜跳躍＞

＜投擲＞
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七大戦展望 
（記録はエントリー時のもの） 
 

～短距離～ 

100ｍ 

七野 雅史 (4)   11.05 
大野 敦史 (4)   11.12 
吉田 繁治 (1)   11.04 
 
七野は今年5月の関西インカレでベストを更新し、

忙しい研究室生活の中でも練習量を落とさず七大に向
けて調整してきた。本番ではその成果を発揮して一つ
でも上の順位を狙って欲しい。大野は関西インカレ後

に 400ｍでベストを出すなど好調を維持しており、入
賞に期待がかかる。大型新人の吉田は受験のブランク
を感じさせることなくここまで着実にタイムを伸ばし
てきている。10秒台の持ちタイムとポテンシャルを考
慮すれば優勝の可能性は大いにある。 

 

200ｍ 

大野 敦史 (4)   22.46 
七野 雅史 (4)   22.54 
久保 慶護 (2)   21.93 
 
日差しが最もきつくなる午後から行われるこの種目。

七野、大野はともに100mも兼ねており、体力的に厳し
い戦いになる。22秒中盤が決勝ラインと思われるので、

午前中の疲れが出ずに実力通りの走りをすれば決勝進
出は問題ないだろう。そして注目すべきは今シーズン
成長著しい久保である。先月の記録会で高校ベストを
更新するや否や21秒台に突入し、波に乗っている。阪
大勢が強いこの種目で是非とも優勝争いを制して欲し

い。 
 

400ｍ 

藤崎 淳  (4)   50.89 
葭中 聡  (4)   51.35 
押野 泰平 (3)   50.40 
 
100m、200m に劣らず混戦の400mだが昨年よりもレ

ベルが下がっているので3人とも決勝に残る可能性が

ある。葭中と藤崎は多忙な生活環境の中、練習ではま
ずまずの走りを見せている。本番でもしっかり走るこ
とができれば大量得点も期待できる。短距離次期チー
フの押野は一発はまればベスト更新、さらには入賞の
可能性もある。来年のことを考えれば今年は是非得点

しておきたいところ。 
 

110ｍH 

前川 真彦 (5)   16.56 
萩澤 佑樹 (4)   14.91 
 
前川は就職活動真っ最中の時期に関西インカレで

800mの自己記録を更新するなど、今シーズンは常に高
いパフォーマンスを見せてきた。持ち前の本番強さを
生かし、ここでも決勝を狙ってほしい。そしてやはり

萩澤には優勝の期待がかかる。記録は勿論だが、これ
までこの部を牽引してきた主将としての意地を見せて
ほしい。 
 

400mH 

井上 智志 (4)   55.45 
岡本 京祐 (2)   56.63 
田所 竜翔 (1)   65.00 
 

水谷、白方が抜け、黄金時代が終わりを告げるかと
思われた今年、入賞圏内に突入してきたのは井上だ。
今シーズン序盤からベストを更新し続け、展開次第で
は表彰台に上がる可能性が出てきた。その井上に続い
てほしいのが岡本。今年の京都インカレ以来ここまで

タイムが出なかったが、ここで一気に調子を上げて上
位陣に肉薄して欲しい。1 回生の田所は先月大学初レ
ースを終えたところであるが、来年以降を見据えて経
験を積むという意味でも果敢に攻めていってもらいた
い。 

 

4×100ｍR 

大野 敦史 (4) 
七野 雅史 (4) 
有山 啓史 (3) 
久保 慶護 (2) 
吉川 直樹 (2) 
吉田 繁治 (1) 
 

昨年はアンカー石田のごぼう抜きで優勝したこの種
目、今年は吉田―大野―久保―七野のオーダーで連覇
を目指す。各大学リレーと個人種目を兼ねる選手が多
く、どれだけこの1本に集中できるかが勝負となる。
メンバー一人ひとりの実力からすれば、バトンミスさ

えしなければ4走にバトンが渡った時点でトップ争い
をしていると思われる。短距離の華であるリレーを制
して総合優勝への弾みをつけてもらいたい。 
 

4×400mR 

井上 智志 (4) 
大野 敦史 (4) 
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高瀬 雄一郎(4) 
藤崎 淳  (4) 
葭中 智志 (4) 
押野 泰平 (3) 
 
大会の最後を飾るマイルリレーだが、メンバーやオ

ーダーは直前の調子によって決まる。各個人の走力を
考慮すれば勝てる可能性は十分にある。おそらく阪大
との勝負になると思われるが、それまでの個人種目で

溜まった疲労との勝負も強いられるだろう。リレー種
目は何としても勝っておきたいところなのでメンバー
は底力を見せて欲しい。 
 

女子100m 

冨田 夏希 (2)   13.46 
廣瀬 亜由美(2)   14.30 
 
冨田は春先から好記録を出し、先月の記録会でも

200m のベストを更新するなど安定してレースをこな
している。廣瀬は持ちタイムからして決勝は難しいか
もしれないが、七大本番でぐっとタイムを伸ばしてく
る可能性がある。2 人とも他種目出場の負担を跳ね返
してベストパフォーマンスを見せて欲しい。 

 

女子400m 

林 奈央  (4)   NR 
片山 裕実子(3)   NR 
 
林は今シーズン就職活動の影響もあり、うまくタイ

ムが出ずここまで苦しい状態が続いている。昨年は決
勝に残ったこの舞台で復活した姿を見せて欲しい。片
山にとってこの種目は専門ではないが、去年も七大で

400ｍを走っているので不安はないだろう。自己記録の
更新は大いに可能と思われるので頑張って欲しい。 
 

女子4×100mR 

河合 春菜 (4) 
林  奈央 (4) 
早瀬 紗也佳(3) 
冨田 夏希 (2) 
廣瀬 亜由美(2) 
 
オーダーは現時点で河合―冨田―廣瀬―林となって

いるが、怪我で戦線離脱中の早瀬が回復すれば入れ替
わる可能性がある。早瀬を欠くのは痛いが、メンバー
全員がしっかりと自分の走りをすれば十分戦えると思

われる。入賞目指して最後まで攻めていって欲しい。 
 
 

～中距離～ 

800m 

前川 真彦 (5)  1.54.21 
佐藤 翔士 (3)  1.54.75 
平子 達也 (3)  1.59.51 
 
 前川はいろいろあって5回目の七大戦となる。自己
ベストを出した関カレ以降も出る試合で好記録をたた

き出し、好調を維持している。ランキング1位のプレ
ッシャーはあるだろうが、最後の七大戦で有終の美を
飾ってほしい。関カレの快進撃がいまだ記憶に新しい
佐藤は2度目の七大戦である。関カレ後は試合には出
ず、じっくりと体を作ってきた。調整となる先日の試

合では54秒台を出し、好調である。そのままの勢いで
当日を迎えてほしい。平子は6月の記録会でベストを
更新し、やっと本調子に戻ってきた。去年の七大戦で
は悔しい思いをしただけに、今大会での奮起が期待さ
れる。まずは予選通過、そうすればポイントが見えて

くる。頑張ってほしい。この種目では前川、佐藤の力
が飛びぬけていて優勝争いはこの二人で決まりであろ
う。平子もポイントを狙える位置にいる。京大中距離
勢の力を他大学に見せつけてほしい。 
 

1500m 

小山 裕之 (2)  4.05.20 
小林 弘尚 (2)  4.06.90 
小山 俊之 (1)  3.59.10 
 
 小林(弘)は七大戦初出場である。今シーズンは絶好
調で800、1500ともにベストを更新している。先日の
試合でも大幅にベストを更新し、ポイント圏内が見え
てきた。積極的な走りをして、ポイントを期待したい。

小山(裕)は去年に続いての出場である。今シーズンは
調子がいいのに記録が出ず、もどかしい日々が続いて
いたが、先日の試合で大学ベストを出した。去年の悔
しさがあるので本人もやる気満々である。ぜひともポ
イントをもたらしてほしい。小山(俊)は期待の1回生

である。6月の記録会ではいきなり3分台を出し、優
勝候補に躍り出た。初めての七大戦で雰囲気もわから
ないだろうが、勢いで優勝を狙ってほしい。この種目
は上位陣のタイムが拮抗しており混戦が予想される。3
人ともポイント圏内にいるが油断はできない。積極的

な走りをして、京大中距離勢に勢いをつけてほしい。 
 

女子800m 

横田 裕子 (4)  2.38.85 
古林 暁子 (2)  2.38.43 
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横田はこの試合を見据えてこの1年練習に取り組ん
できた。力は着実についている。ポイント争いは厳し
い状況だが、自己ベストは十分狙える舞台である。最
後の七大戦、悔いのない走りをしてほしい。古林は体

調や天気やらに恵まれず、今シーズンはいまだいい状
態で試合に望めていない。不安はあるであろうが、力
はもともとあるのであとは気持ちである。何とかポイ
ント争いに加わってほしい。この種目は非常にハイレ
ベルであり厳しい戦いが予想される。2 人には積極的

なレース運びをしてもらいたい。 
 

～長距離～ 

5000m 

福山 拓郎 (4)  15.41.13 
前田 達朗 (3)  15.34.89 
柿本 悠貴 (1)  15.28.63 
 

4回生の福山は七大戦に初出場する。これまで、春

にタイムを出すことはできなかったが、今シーズンは

春先にベストを出すなど好調。これまで走れなかった

想いを存分にぶつけてほしい。前田は昨年の秋に自己

ベストを更新した後も、冬、春と順調に練習を積んで

きた。今期も夏場六月の記録会で自己ベスト近いタイ

ムで走っている。力はついていると思うので、得点に

絡むことも十分に可能だ。1回生の柿本は対校戦初出

場。高校時代、5000mを15分1桁で走っており、ポテ

ンシャルは計り知れない。まだ完全ではないが、入賞

に絡む活躍が期待される。3選手とも、酷暑の中、ど

れだけ自分の力が発揮できるかが、入賞の条件だろう。 

    

3000mSC 

近藤 学宏 (3)  9.27.06 
山田 唯  (1)  9.54.40 
  

近藤は関カレ後も順調に練習をこなしてきた。暑さ

にも強く、夏場のレースで失敗することは少ない。東

大の石原などライバルも多いが、ぜひ優勝を狙っても

らいたい。本番に向けてうまく調整できるかが勝利の

鍵だ。山田は1回生ながら本戦に出場する。まだ完全

に体力が戻ったわけではないが、練習量は豊富で、上

回生にも引けをとらない、またそれ以上のパフォーマ

ンスを見せる。当日は積極的な走りで、自己ベストを

狙ってほしい。ベストの走りができれば、得点も近づ

くだろう。5000m同様、過酷な条件のレースになるだ

ろうが、いかに粘るかがポイントになる。 
 
 
 

女子3000m 

中村 有里 (4)  11.02.74 
森山 友紀子(1)  NR 
 

中村と森山が出場する。中村は4回生で最後の七大

戦となる。春は就職活動などもありなかなか時間が取

れなかったが、何とか練習をしてきた。若干体調を崩

しているようだが、本番までには回復してくれるだろ

う。最後の七大、悔いのない走りをしてもらいたい。

森山は初めての対校戦である。七大戦ということもあ

り、緊張するだろうが、力を出し切ってほしい。体力

はまだ完全には戻っていないだろうが、11分台中盤の

タイムで走りたいところだ。 

 

～跳躍～ 

走高跳 

三浦 裕介 (3)   1m83 
皆川 広太 (2)   1m70 
巳波 壮馬 (1)   NR 
 
三浦は問題なく入賞するだろう。周りの状況次第で

は表彰台の可能性もあり得る。皆川は相変わらず本調
子でないが、本人は修正すべき点に気付きつつあるの
で、ここ一番での大ジャンプを期待したい。巳波は大

学での初試合となるものの、新歓五種では技術度の高
いジャンプを見せていた。高校時の跳躍ができれば十
分に得点圏内である。跳躍種目で最も番狂わせを起こ
しやすい種目であるから、３人で１点でも多くの得点
を取ってもらいたい。 

 

棒高跳 

三浦 裕介 (3)   3m60 
加納 侑直 (3)   NR 
小西 康晴 (1)   NR 
 
三浦はこの申請記録以上は確実に跳んでくれるだろ

う。他校の4ｍジャンパー達にも全く臆する様子は無
いので、去年と同じく得点は堅い。加納は今シーズン

初試合となるが、パワー溢れる突っ込みで一つでも上
の高さを狙いに行く。小西は高校時に3m60を跳んでい
る経験者であり、技術的にはこの3人の中で最も高い。
自己ベストの更新が出来れば、得点が見えてくる。優
勝争いをすることになるであろう東北大・東大・名大

が得意とするこの種目。その中に京大陣がどれだけ割
り込めるかが重要となる。 
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走幅跳 

吉良 佳晃 (4)   6m65 
萩澤 佑樹 (4)   6m64 
谷口 康晴 (2)   6m64 
 
記録が似通っているので、3 人まとめての抱負。7

メートルの持ち記録を持つ他校の選手が5人ほどいる
が、こちらは去年ベスト8に食い込んだ吉良・萩澤と、

今シーズン力を伸ばしてきている谷口がいる。直接対
決になれば結果は分からない。上手く調子を合わせて、
1人でも多くの入賞者を出したい。 
 

三段跳 

吉良 佳晃 (4)   14m51 
萩澤 佑樹 (4)   NR 
秋山 源  (2)   13m19 
 

昨年の雪辱を晴らすためにも、吉良が満足する結果
は優勝以外あり得ない。長年の念願である15メートル
を目指す。萩澤は昨年のこの試合以来となる出場であ
る。4種目後のこの種目となるが、一発大ジャンプを
狙う。三段選手へと転向している秋山は、今後少しで

も吉良の穴を埋めていく為にも14メートルに少しで
も近い記録を残したいところ。 
 

走高跳 

河合 春菜 (4)   1m51 
片山 裕美子(3)   NR 
 
4 連覇がかかる女帝河合は、ようやく練習時間が確

保できつつある。本来の力を発揮して、その連覇記録

をさらに伸ばしてもらいたい。片山は跳躍種目初出場
となるが、その恵まれた身長を生かして一つでも上の
高さを狙う。 
 

走幅跳 

冨田 夏希 (2)   4ｍ68 
廣瀬 亜由美(2)   NR 
 
冨田は、その上がってきたスピードを上手く生かし

た跳躍が出来れば、5 メートルが十分に狙えるはずで
ある。廣瀬は短距離専門の選手であり、跳躍種目の経
験はあまりないが、ハードル練習で培った踏み切りを
生かして跳ぶ。 
 

 
 
 

～投擲～ 

砲丸投 

萩澤 佑樹 (4)   11m09 
山本 貴之 (4)  NR 
嶋田 研志郎(2)    11m35 
 
萩澤は、就活による冬場のトレーニング不足の影響

か今シーズンこの種目では自己ベストを大きく下回る

記録しか残せていない。しかし徐々に筋力、感覚が戻
ってきているようであるし、主将としてこの七大戦に
かける想いは人一倍強い。表彰台を期待できる。山本
は、2 回生の新人戦以来の砲丸投出場である。その当
時より身体が大きくなっているので、自己ベストを更

新してくれるだろう。11ｍ、そして得点ラインを目指
す。嶋田は、大学に入ってから今回が最も練習を積め
ている。関西インカレで記録した自己ベストを更新し、
表彰台に立ってくれるであろう。12ｍオーバー、そし
て優勝を期待したい。 

 

円盤投 

吉崎 敬祐 (5)    NR 
三浦 裕介 (3)    29m80 
佐藤 慎祐 (2)    31m37 
 
吉崎は、大学に入ってから今回が最も練習を積めて

いる。最近は練習で34ｍ前後を何度も投げており調子
は上向きだ。NRでエントリーしている今大会、ランキ

ングを大きく覆し表彰台に立てる可能性もあるだろう。
ダークホース的存在。三浦は、この種目は調子に波が
ある。3投目までにきっちり30mオーバーを投げ、ベ
スト8に残ることまずは目標となる。得点ラインに絡
めれば京大勢が盛り上がる。佐藤は、関西インカレ以

降、技術に意識を置いた練習がしっかりとできており、
練習で34m前後を投げられるまでに成長した。試合で
その投げを見せることができれば、吉崎とともに表彰
台を狙うことができるだろう。ランキングを荒らして
ほしい。 

 

やり投 

山本 貴之 (4)    53m43 
萩澤 佑樹 (4)    50m28 
佐藤 慎祐 (2)    51m22 
 
萩澤は、去年の七大戦で自己ベストを大きく更新す

る50mオーバーを投げ6位入賞を果たした。この大会
との相性の良さ、そしてこの大会にかける熱い想いで、

再び50mオーバーの投擲を見せてくれるであろう。得
点に期待。山本は、京都インカレ以降、記録は停滞し
ていたが、徐々に技術的な部分で感覚が戻ってきてお
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り調子は上がってきている。最後の七大戦ということ
でモチベーションも高く自己ベストを大きく更新して
くる可能性もある。60m、そして優勝を期待したい。佐
藤は、この七大戦に備えて、速い助走を重点的に練習

してきた。昨秋の東大戦で見せた大車輪の活躍を再現
しようと、この大会に臨む意気込みはすごい。55m、そ
して表彰台を狙う。 
 

ハンマー投 

吉崎 敬祐 (5)    NR 
加納 侑直 (3)    34m36 
佐藤 慎祐 (2)    28m82 
 

吉崎は、ランキングを見る限り得点は厳しいと思わ
れる。練習以上の投げを見せ、加納、佐藤の2人を勢
いづけてほしい。加納は、今シーズン、自己ベストを
大きく更新しており伸び盛りである。冬場の練習の成
果でターンも安定してきており、自分の力を出し切れ

ば6位入賞も見えてくるだろう。佐藤は、この種目が
当日3種目となる。暑い中、体力面が心配ではあるが、
持ち前のガッツで乗り切ってくれるだろう。まずはベ
スト8進出が目標となる。自己ベスト更新に期待した
い。 

 

女子砲丸投 

早瀬 紗也佳(3)    8m73 
野尻 真裕美(3)    6m76 
 
野尻は、今シーズン、自己ベストを更新しており調

子は上向きだ。技術練習もこなしているので、七大戦
の雰囲気を生かして一気に 7ｍオーバーの記録を出す
可能性もある。4位入賞を期待したい。 

早瀬は、足を怪我して一時は出場が不安視されていた
が、順調に回復してきており、調子も良い様子。ラン
キング1位の選手が記録では飛びぬけているので、優
勝は難しいかもしれないが、自己ベスト更新、そして
1つでも上の順位を確保してほしい。期待できる。 
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個人戦・記録会などの結果 

(2007年5月 3日～2007年 7月16日) 
茨木市民陸上競技会(5/3 万博記念公園競技場) 

▼1500m     

佐藤 章徳  4.04.17   

     

奈良選手権(5/4-5 鴻池) 

▼100m     

有山 啓史 予 11.56 +0.1  

▼200m     

杉本 昌大 予 22.53 +1.2 PB 

 準 22.63 -1.2  

▼400mH     

白方 朗史 予 57.77   

 決 61.59   

▼走り幅跳     

杉本 昌大 決 6.82   

     

第 2 回奈良市記録会(5/7 鴻池) 

▼100m     

片山 拓 Ⅰ 11.36 +1.2  

石田 真大 Ⅰ 11.37 +0.3  

 Ⅱ 11.10 +2.2  

引地 原野 Ⅰ 11.57 +0.4  

脊戸 和寿 Ⅰ 11.85 +1.1 PB 

▼200m     

引地 原野  23.73 +1.2  

▼400m     

井上 智志  51.86   

▼800m     

小山 裕之  2.02.06   

▼走幅跳     

谷口 康晴  6.19   

萩澤 佑樹  6.05   

▼走高跳     

脊戸 和寿  1.67   

     

第 3 回陸協記録会(5/12 西京極) 

▼100m     

皆川 広太  11.59 +2.2  

▼400m     

上田 道久  54.63   

▼1500m     

櫻井 研吾  4.21.00   

野田 崇洋  4.28.54   

二見 隆亮  4.41.44   

▼5000m     

山本  直  16.30.03   

大澤健太郎  16.58.71   

▼走高跳     

背戸 和寿  1.70   

▼やり投     

山本 貴之  47.54   

▽1500m     

中村 有里  5.37.06   

片山 裕美子  6.04.24   

     

宇治市記録会(5/26 太陽が丘) 

▼100m     

三甲野 佑介  11.82 -4.0  

▼800m     

小林 弘尚  2.01.16   

小山 裕之  2.02.07   

野田 崇洋  2.04.74   

平子 達也  2.06.29   

▼走高跳     

脊戸 和寿  1.75   

     

静岡県長距離記録会(6/2 小笠山) 

▼3000m    

二見 隆亮  9.32.77   

     

第 76 回日本学生陸上競技対校選手権大会         

(6/8～10 国立競技場) 

▼800m    

岡本 英也 予 1.52.39  

 準 1.55.10  

▼400mH    

水谷 太郎 予 53.06   

▼10000ｍW     

廣江 悠 決 44.05.05   

     

第２回尼崎ナイター記録会(6/9 尼崎) 

▼100m     

吉川 直樹  11.51 +0.6 PB 

▼200m     

吉川 直樹  23.34 +0.6 PB 

     

愛知県選手権東三河予選(6/10 豊橋) 

▼1500m     

櫻井 研吾  4.17.12   

     

兵庫実業団記録会(6/16 尼崎) 

▼100m     

大野 敦史  11.12 +0.4  

吉川 直樹  11.46 +0.4 PB 

▼200m     
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杉本 昌大  22.19 +1.2 PB 

大野 敦史  22.46 +0.7  

▼400m     

大野 敦史  49.74  PB 

井上 智志  52.33   

上田 道久  54.11  PB 

西山 佳孝  57.07   

▼5000m     

佐藤 章徳  15.10.55   

近藤 学宏  15.13.23   

柿本 悠貴  15.28.63  ♪ 

前田 達朗  15.34.89   

吉川 浩太郎  15.49.24   

慶田 雄介  15.52.87   

櫻井 研吾  15.55.88   

菊川 信人  16.05.70  ♪ 

二見 隆亮  16.12.04   

山本 直  16.21.41   

下條 亘  16.23.37   

小林 啓人  16.49.54   

▼ハンマー投     

加納 侑直  34.36  PB 

佐藤 慎祐  28.82   

▽砲丸投     

野尻 真裕美  6.51   

     

第二回学連記録会(6/16-17 金岡競技場) 

▼100m     

吉田 繁治  11.14 +0.3 ♪ 

松井 延行   11.20 -0.6  

久保 慶護  11.28 +0.3 CB 

石田 真大  11.31 +0.8  

三甲野 裕介  11.67 +0.3  

金村 進介  11.79 +0.4  

有山 啓史  11.95 +0.3  

▼200m     

久保 慶護  22.07 +0.2 PB⑯ 

吉田 繁治  22.80 +0.7 ♪ 

押野 泰平  22.92 +1.8 ♪ 

三甲野 裕介  23.28 +1.6  

七野 雅史  23.32 ±0.0  

山田  裕  23.43 +2.0  

金村 進介  23.68 +0.9 PB 

▼400m     

押野 泰平  50.40   

井上 智志  51.81   

上田 道久   53.92  PB 

鈴置 航央  54.11  ♪ 

七野 雅史  55.14   

▼800m     

前川 真彦  1.54.40   

小山 裕之  1.58.78  PB 

小林 弘尚  1.58.86  PB 

平子 達也  1.59.51  PB 

鈴置 航央  2.09.57  ♪ 

▼1500m     

小山 俊之  3.59.25  ♪ 

小林 弘尚  4.09.44   

宇部  達  4.12.60   

鈴木 達哉  4.14.23  ♪ 

小山 裕之  4.15.73   

坂本  剛  4.17.46  ♪ 

野田 崇洋  4.36.67   

▼5000m     

小山 俊之  15.31.61  ♪ 

宇部  達  15.49.16   

▼110mH     

萩澤 佑樹  15.29 +0.1  

▼400mH     

前川 真彦  54.77  PB⑬ 

井上 智志  56.05   

岡本 京祐   58.03   

田所 竜翔  65.00  ♪ 

▼3000mSC     

山田  唯  9.54.40  ♪ 

▼走高跳     

背戸 和寿  1.75   

皆川 広太  1.70   

▼走幅跳     

谷口 康晴   6.47 +0.8  

高棹 真介  6.01 +1.3 ♪ 

▼円盤投     

皆川 広太  26.40   

▼砲丸投     

萩澤 佑樹  11.09   

▽100m     

河合 春菜  14.46 +0.8  

林  奈央   15.83 +0.4  

▽200m     

冨田 夏希   27.49 +2.0 PB④ 

▽400ｍ     

林  奈央   76.79   

▽1500ｍ     

横田 裕子  5.30.21  ♪ 

▽走高跳     

河合 春菜  1.35   

▽走幅跳     

冨田 夏希   4.58 +0.5  
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森村 あかね  4.53 +1.2  

     

大阪選手権(6/23-24 長居第 2) 

▼100m     

吉田 繁治 予 11.04 +0.7 CB 

杉本 昌大 予 11.13 +0.5  

松井 延行 予 11.33 +0.7  

▼200m     

久保 慶護 予 21.97 +0.3 PB⑪ 

 準 21.93 +2.0 PB⑩ 

▼800m     

前川 真彦 予 1.58.17   

 準 1.55.68   

 4 位 1.57.44   

平子 達也 予 2.00.10   

▼3000mSC     

佐藤 章徳 優勝 9.11.20   

▼４×１００Ｒ     

松井-杉本-石田-大野 予 41.81 ⑫ 

  5 位 41.56 ④ 

▼走幅跳     

杉本 昌大 決 6.55 +0.5  

▼ハンマー投     

田中 聡一 8 位 46.96   

     

岡山選手権(6/22-24 岡山) 

▼やり投     

佐藤 慎祐  49.46   

     

広島県選手権(6/22-24 広島スタジアム) 

▼やり投     

山本 貴之  50.98   

     

静岡県長距離記録会(6/30) 

▼5000m     

小山 俊之  15.21.08  CB 

吉川 浩太郎  15.46.47   

柿本 悠貴  15.50.24   

二見 隆亮  16.09.51   

西原 由高  16.18.23   

     

尼崎ナイター記録会(7/7 尼崎) 

▼100m     

吉川 直樹  11.51 ±0.0  

▼200m     

吉川 直樹  23.18 +0.7 PB 

井上 智志  23.25 -0.7 PB 

▼400m     

葭中 聡  51.35   

井上 智志  52.06   

     

第 37 回大阪実業団記録会(7/8 万博) 

▼100m     

吉田 繁治 予 11.11 -1.1 CB 

 1 位 11.01 +0.2 CB 

久保 慶護 予 11.31 -0.5 CB 

 3 位 11.29 +0.2 CB 

▼200m     

久保 慶護 予 22.44 +1.8  

 1 位 22.33 -0.9  

吉田 繁治 予 22.32 +0.7 PB 

 2 位 22.47 -0.9  

萩生 翔大 予 23.74 +0.7 ♪ 

     

滋賀選手権(7.14-15 皇子山) 

▼800m     

田中 翔吾  2.11.77   

▽800m     

古林 暁子  2.38.43   

横田 裕子  2.38.85   

福谷 彩織  2.42.26  ♪ 

片山 裕美子  2.49.81   

     

兵庫選手権(7/14-16 ユニバー) 

▼5000m     

菊川 信人 決 16.50.34   

▼400mH     

井上 智志 予 56.19   

 準 55.52   

 6 位 56.18   

▼三段跳     

吉良 佳晃 5 位 14.01   

     

京都選手権(7/15-16 西京極) 

▼100m     

松井 延之 予 11.05 +1.9  

 準 11.33 -2.1  

石田 真大 予 11.06 +0.6  

 準 11.28 -2.1  

久保 慶護 予 11.17 -1.7 PB 

 準 11.28 -0.1  

大野 敦史 予 11.22 -1.2  

三甲野 裕介 予 11.60 +1.8  

有山 啓史 予 11.74 +1.8  

▼200m     

石田 真大 予 22.50 -0.9  

 準 22.37 -0.1  

▼400m     
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葭中 聡 予 51.81   

 準 51.96   

高瀬 雄一郎 予 52.25   

▼800m     

佐藤 翔士 予 1.59.66   

 準 1.57.43   

 3 位 1.54.90   

平子 達也 予 2.01.38   

 準 1.59.94   

小野山 博之 予 2.03.65  PB 

鈴置 航央 予 2.10.93   

     

▼1500m     

佐藤 章徳 7 位 3.58.87   

小山 裕之  4.05.20  CB 

小林 弘尚  4.06.90  PB 

小山 俊之  4.07.18   

野田 崇洋  4.33.48   

▼5000m     

宇部 達  15.37.64   

福山 拓郎  16.33.50   

▼10000m     

宇部 達  33.49.40   

▼110mH     

萩澤 佑樹 予 15.39 +1.4  

▼400mH     

岡本 京祐 予 56.63  CB 

▼4×100Ｒ     

松井-杉本-石田-大野 予 41.75 ⑬ 

  2 位 41.84 ⑰ 

▼4×400Ｒ     

高瀬-小山俊-小林弘-大野 予 3.24.88  

大野-小山-高瀬-小林 7 位 3.23.69  

岡本-水谷-松井-脊戸 予 3.24.25  

  決 DNS  

▼走高跳     

背戸 和寿 決 1.70   

▼走幅跳     

杉本 昌大 決 6.42 -0.6  

萩澤 佑樹 決 6.26 +1.0  

谷口 康晴 決 6.24 +0.3  

▼やり投     

山本 貴之 決 52.33   

佐藤 慎祐 決 45.47   

▼ハンマー投     

田中 聡一 6 位 45.36   

▼十種競技     

水谷 太郎 5 位 5565 ♪⑧  

11.31(793)-6.78(762)-8.58(401)-1.65(504)-49.57(835) 

15.53(787)-24.09(350)-NM(0)-32.60(336)-4.22.02(797) 

三浦 裕介  DNF   

12.01(649)-5.68(519)-9.37(448)-NM(0)-55.49(579) 

18.23(502)-22.45(318)-NM-DNS-DNS 

皆川 広太  DNF   

11.72(707)-5.98(582)-8.60(402)-NM(0)-52.65(697) 

DNS 

▽走高跳     

河合 春菜 決 NM   

     

三重県選手権(7/16 三重) 

近藤 学宏 3 位 9.28.24   
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